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股関節を手術して歩けるようになりました
が、手術痕が痛みます。医師は様子を見るよ
うに言いますが、むくみがひどく、薬やサプ
リメントでは改善しません。血液と尿の定期
検査は異常ありません。どぅすれぱむくみが

(74歳、女性)治るか教えてください0
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